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AI と製薬の接点：薬が生まれる速度が変わるとき、薬剤師

の仕事は“深くなる” 

AI は「創薬の一部」ではなく、研究・開発・製造・安全性・情報提供までを貫く“製薬

の基盤”になりつつあります。AI 活用で設計された候補薬が第 3 相試験で成果を示す報道

も出ており、国内でも臨床開発業務を自律的に支援する AI や、製薬産業に特化した大規模

言語モデルの共同開発が始まりました。新しい薬が発売されれば患者さんの生活の中で“使

いこなす”支援が重要になり、薬剤師の役割はより深くなります。 

いま起きている変化 

1) 創薬（ターゲット探索・分子設計・最適化） 

・構造予測・相互作用予測が強烈に進化して、標的と化合物の「当て勘」が減っていま

す。AlphaFold 系の流れが象徴的。  

・**生成 AI（分子を“作る”AI）**で、候補分子の提案→評価→改良のサイクルが高速化し

ています。  

・“中分子”領域（小分子と抗体の間）も、設計・最適化で AI の恩恵が出やすい領域です。

（＝探索空間が広い＆実験コストが高い領域ほど AI が効く）。 

2) 開発（臨床試験の設計・運用） 

いまのホットは臨床開発を回す AI エージェント化。中外×SoftBank×SB Intuitions

が、製薬向け LLM＋臨床開発タスクを自律実行する AI エージェントを共同開発、という

発表があります。  



規制側も「AI を使うなら、どう信用性（credibility）を示す？」を明確化し始めていま

す。FDA のドラフトガイダンスは、AI モデルのリスクベースの信頼性評価フレームを提示

しています。  

3) 製造（品質管理・プロセス最適化） 

デジタルツイン＋AI で、製造プロセスを仮想空間で再現して監視・予測・最適化する流

れが加速。品質の安定化、逸脱の予兆検知、コスト低減などが狙いです。  

4) 市販後（安全性監視・PV） 

副作用情報の収集・分類・シグナル検出に AI を使う動きが強まり、規制ガイダンスの影

響も大きくなっています。（“どう使うか”が問われるフェーズ）。  

5) 情報提供（メディカル/患者向けコンテンツ） 

医療者・患者向け情報の作成や最適化にも生成 AI が入り、BMS が生成 AI を使う医療コ

ンテンツ拠点「Mosaic」を立ち上げた、という報道もあります。  

The Times of India・創薬：候補分子の提案→評価→改良が高速化（探索の回転数が上

がる） 

最新トピック（“AI が製薬を変えている”） 

● ①武田薬品 AI 活用で設計された乾癬治療薬候補が第 3 相で良好な結果（経口剤） 

AI 創薬が“研究室の話”から、臨床開発の現実へ到達しつつあることを示します。 

● ② 中外製薬×ソフトバンク×SB Intuitions：臨床開発 AI エージェント／製薬特化

LLM を共同開発 

治験文書の自動生成、必要情報の収集、探索的解析などから段階導入し、将来的にマル

チエージェント化を目指す方針です。 

● ③ 大鵬薬品×SyntheticGestalt：分子の基盤 AI モデル（Foundation Model）を用い

た技術検証 

膨大な化合物情報を学習したモデルを、各社ライブラリに追加学習させて探索基盤を構

築しやすくする動きです。 

● 補足：規制当局も枠組み整備へ 

米 FDA は、承認判断に用いる AI モデルについて用途（Context of Use）に応じたリス

クベースの信頼性評価フレームを示しています。 

薬剤師会として面白いところ 



薬が“早く”生まれるほど、現場は「情報の洪水」と「フォローの重要性」に直面しま

す。AI が作った説明をそのまま渡せば良い時代ではありません。患者さんの理解・生活・

併存疾患・価値観に合わせて“翻訳”し、副作用や困りごとを早期に拾い、多職種につな

ぐ。これが薬局の『最後の安全弁』になります。過疎地では、遠隔服薬指導やオンライン

フォローと組み合わせることで“切れない服薬”を守れます。 

石川県での提案：小さく始めて、奥能登へも効かせる 

1) 新規モダリティ／高リスク薬を対象に『AI×服薬フォロー』の実証（継続と副作用兆候

の早期把握） 

2) 『AI の根拠の読み解き』研修（一次情報へ戻る力を標準技能に） 

3) 『製薬×薬局』情報交換の定例化（改訂情報・安全性情報・デジタル施策を現場の困り

ごととセットで共有） 

薬局側の準備：明日からできる 3 つ 

・AI の回答は“結論”ではなく“下書き”として扱い、添付文書・審査報告書・一次情報へ戻

る癖をつける。 

・服薬フォロー（副作用・生活上の困りごと）の記録を、医師へ返しやすい形で標準化す

る。 

・遠隔フォローの導線（同意取得、接続、緊急時対応）を院内・施設とすり合わせる。 

結び 

AI の時代に、薬剤師の役割が縮むのではなく、『安全と継続を設計する専門職』として

成熟していく・・その入口に私たちは立っています。製薬企業の皆さまと率直に情報を交

換し、石川から新しいモデルを育てていければ幸いです。 
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